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ホームシアターを作る 部屋のセッティング スクリーンサイズ／ CTP／プロジェクター
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大画面ホームシアターを作ろう！

大画面ホームシアターは、家族みんなで楽しみたい人はリビングで、一人でじっくりと楽しみたい人は専用ルームを作るのが一般的です。

大画面ホームシアターづくりの第一歩は、「どの様なスタイルで楽しむか？」を決めることです。

ホームシアターを作る部屋を決めます。　　

スクリーンを設置する場所を決めます。　　

スクリーンの設置方法を決めます。　　

映像が映る部分（WxH）をイメージサイズといいます。ホームシアターで使用されるスクリーンのイメージサイズには、大きく分けてHD（16：9）、
ビスタ（17：9）、並びにシネマスコープ（2.35：1）があります。

スクリーンサイズを決めます。　

リビングシアター　 専用ルームシアター

   ※コントラスト比の高いプロジェクターを選んでも、そのお部屋のスクリーンの色以上に黒は沈みません。

露出・ボックス収納タイプ　　　 取り外し（手巻き）タイプ　 常設タイプ　 持ち運びタイプ
STP／SEP／SMP／SEC／SMC
E2S-PHD／ E2S-MD

SMH-HM（HN）SMH-HM／ SMH-HN
+ST-81

PA
+S-L1

SMS

スクリーンサイズの決め方

スクリーンイメージサイズ

※NTSC（4：3）やWXGA（16：10）をご希望の方は業務用のカタログをご覧ください。

お部屋の広さ 平米数 イメージサイズの目安
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大画面ホームシアターを作りたいけどなにから初めて良いかわからないあなたに、
ホームシアター作りについて必要な要素をアドバイスします。
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天井設置 床設置壁面設置

HD（16：9）型
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ビスタ（17：9） 
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スクリーンマスクサイズ
オーエススクリーンのCTP

スタンド設置

PA-H ／ PA-L（C）
スタンド設置タイプ

※オーエススクリーンでは不要な上部マスクは無料にてカットしてご提供しております。
　スクリーンマスクは一部の電動スクリーンで延長が可能です。
　特注にて上部マスクをサウンドスクリーン仕様に加工することも可能です。詳しくはお問い合わせください。

単位:（ANSI）ルーメン

●専用ルームは映画館と同程度の暗室です。リビングシアターは２～3倍以上の明るさの機器を選びましょう。
●光量のカタログ値は全白の測定値です。実際にはシーンにより光量は下がります。
●明るさが足りないときはスクリーンの反射率（ゲイン）の高い素材を選ぶなどの検討が必要です。
●プロジェクターの設置は、映像にかからない天井吊り下げがお勧めです。

プロジェクターを決めます。　　5

スクリーンゲイン1.0のときの最低必要光量の目安
80型 100型　 120型 150型 200型　
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スクリーンイメージサイズ（HD)

専用ルーム（2Ｄの場合）

専用ルーム（3Ｄの場合）

オーエススクリーンは、ご家庭での快適観賞のために、上黒（上部マスク高）の設定に関し、CTPの考え方を適用してい
ます。一般的な家庭の標準天井高2500mm、AV機器などを収納するローボードの高さ450mmをスクリーンの基準値と
し、「上黒＋イメージ高＋下黒」が2050mmになるように上黒を設定します。この事によりユーザーはイメージサイズ
の大きさやアスペクトによる上黒寸法の設定に煩わされることなく、全体寸法でスクリーンをお選びいただけます。こ
の考え方をCTP（ケース・トゥ・パイプ）と呼称し、今後のスクリーン展開に生かしてまいります。

スピーカーのサイズや設置位置
に注意が必要です。スピーカー
はサウンドスクリーンを使う場
合を除きスクリーンの左右と下
に置きます。スクリーンを選ぶ
際は、どこにどのくらいの大きさ
のスピーカーを置くかということ
を考慮し、十分な設置スペース
を取れるようにスクリーンを選
びます。

ス ポーツ観戦やライブ映像な
ど、大画面を家族みんなで手
軽に楽しめるホームシアター
です。

映画や音楽をじっくりお楽しみ
になりたい方は、専用のお部屋
を構築しましょう。お部屋を映
画館にするために、細部までこ
だわりを施しましょう。

映写用スクリーンはプロジェクターの光を反射するほかに、照明や外光も反射します。なるべくスクリーンの前面から映像光以外の光が
入らないよう、窓など光が入り込む場所をスクリーンの背面に設定するか、遮光性の高いカーテンをつけるなどの配慮が必要です。

スクリーンの設置にはいくつかの方法があります。設置方法を工夫することで十分な壁面スペースを確保できない場合でもスクリーンが
取り付けられる場合もあります。また、サウンドスクリーン（P.14）を使えば、より大きなスクリーンを設置することが可能です。リビン
グシアターでは、日常生活との両立を考えて可能性を検討してみましょう。

ホームシアターをつくるには
特に後方から光が入らないよ
う注意してスクリーンをレイ
アウトします。　　

プロジェクターの後ろ側から光
が入ってしまうとスクリーンが
外光も反射してしまい映像が見
にくくなってしまいます。

お好みのプロジェクターが決まっている場合は、プロジェクターメーカーのカタログから投写距離を確認しましょう。決まっていない場
合は、プロジェクターの投写距離を確認しながら、解像度と明るさ、専用ルームの場合はコントラスト比に注意してプロジェクターを選
定します。解像度と明るさ（光量）、コントラスト比は数字が高い程良いですが、なるべくバランスの良いプロジェクターを選びましょう。

1 2


